
　 福島大学環境放射能研究所の難波謙二所長らの研

究グループは4月1 4日、原発事故被災地でのセイヨ ウミ

ツバチへの放射線影響を調べる目的の実験で、帰還困

難区域など６ 地点に巣箱を置きました。相双地域支援サ

テライト は設置場所の選定などに協力しています。

　 フランスの放射線防護・ 原子力安全研究所および国

立農学・ 食料・ 環境研究所との共同研究。実験ではそれぞれ放射線量の異なる大熊、双葉、浪江各町の

帰還困難区域４ 地点と 、南相馬市の２ 地点の野外にミ ツバチの巣箱を６ 個ずつ、２ 年間設置。ハチの個

体が被ばく 線量に応じた影響を受けるかどう か、また、どのよう な植物の開花期に蜂蜜中の放射性物質

濃度が高く なるのかなどの調査を行います。

　 難波所長は「 蜂蜜も豊かな自然の恵みです。養蜂家の方々の協力を得ながら、安全な蜂蜜の生産に貢

献できる研究を行いたい」と 話しています。

相双地域支援サテラ イト の活動

浜通り で養蜂実験を 開始

楢葉町「 防災と 伝承週間」

福島大と 連携し 体験学習

　 楢葉町では3月1 1日を「 ならは防災と 伝承の日」、3月5日から

3月1 1日を「 ならは防災と 伝承週間」と 定めています。楢葉町地

域学校協働センタ ーは期間中、子どもたちの防災意識を高める

ため、非常食作りや水のろ過実験などの体験活動を地域住民ら

と 共に行い、延べ2 5 0 人以上の子どもたちが参加しまし た。

　 特に福島大学災害ボランティ アセンタ ーと の協働活動では、

大学生と 共に防災リュック作り や防災グッズ作りを体験し 、共に

考え・ 学び合う ことを通して、異年齢での学びの良さ を実感でき

まし た。3月1 1日に開催さ れた「 3 .1 1・ つなぐ・ 未来」のイベント

では、子ども たちは大

学生と 共にその成果

を 堂 と々 発表し 、町全

体の防災意識も 高ま

りました。

　 富岡町の帰還困難区域のう ち、桜の名所として知られる夜の森地区を含む特定復興再生拠

点区域（ 復興拠点）で4月1日、避難指示が解除さ れ、原発事故以来1 2 年ぶりに居住が可能に

なりました。

　 全長2キロに及ぶ桜並木が咲き誇る中、格別な思いでこの日を迎えた人がいます。生まれ

育った新夜ノ 森地区で自宅を再建する大和田信成さん（ 6 6 ）。「 今まで見た桜とは全然違う 。本

当にきれいだ」。着の身着のままで避難し 、帰還のめどが立たないと 知った時は「 人生、終わった

と 思った」。それでも「 古里への愛」は断ち難く 、7 年前に自宅を解体した後も必ず戻ると 決めて

いたといいます。

　 大和田さんは今、再建予定地周辺の草取りに余念がありません。「 安らぎを感じる。家族全員

で住めるのは最高です」

桜咲き誇り、避難指示解除
― 富岡町夜の森

T O P IC S  │ ト ピッ ク ス

避難指示解除の4 月1日、夕暮れ時の桜並木。

例年より１ 週間早く 満開を迎え、多く の人でにぎわう

「 周りの家もみんななく なってしまって」と

寂しげだが、「 今後、移住者が増えて

く れれば」と 願う

▶ 自宅再建予定地の前に立つ大和田さん

難波 謙二 所長

楢葉町地域学校協働センタ ー長

猿渡 智衛

養蜂用のハチ防護服を着用して巣箱を設置し た

（ 浪江町井出地区）

地域と 歩む

福大

　 2月2 4日、大学生自らが富岡町でのインタ ーンシッププロ

グラムを考案するスタディ ツアー「 富岡×仕事 魅力発掘1日イ

ンタ ーン」を同町で行いました。

　 町が2 0 2 3 年度、若者の就業や移住を期待して初めて実施

するインタ ーンシップ事業に備えるもので、福島大、東北大、

神戸大、早稲田大の学生ら15人が参加。富岡町観光協会、と

みおかワインド メ ーヌ、宮田運輸の3 事業者を招いて、町のな

りわいを活性化しようと 多彩なアイデアを出し 合いました。

　 ツアーでは事業者の取り 組みを聞いたり 、ワイン用のブド

ウほ場など町内を見学したりした後、ワークショ ップを行って

各事業所でのインタ ーン

のやり 方を 考えまし た。

町は今回の成果を受け、

学生らを中心にプログラ

ム開発を本格化さ せる方

針です。

なり わい活性化の
様々なアイデアが出た
ワークショ ップ

インタ ーンの方法考案

学生ら 富岡でツアー

地域復興支援

環境放射能研究所

発行／福島大学地域未来デザインセンタ ー

　 　  相双地域支援サテライト

　 　  〒9 6 0 -1 2 9 6  福島市金谷川1 https://satell i te.net.fukushima-u.ac.jp/

〔 金谷川キャンパス〕  TEL： 0 2 4 -5 0 4 -2 8 3 4

〔 富岡サテラ イト 〕 TEL： 0 2 4 0 -2 3 -6 6 7 5

〔 浪江サテラ イト 〕  TEL： 0 2 4 0 -2 3 -5 9 7 0
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相 双 地 域 支 援
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「 相双の風」は、被災地域の今と 、福島大学地域未来デザインセンタ ー相双地域支援サテライト の取り 組みを紹介するニュースレタ ーです。

相双地域支援サテライト は被災地と 福島大学をつなぐ現地拠点として、被災地域復興に向けた支援活動を行っています。
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　 こ の度、2 0 2 3 年4 月より 相双地域支援サ

テライト 長に就任いたし まし た。

　 2 0 2 2 年4 月に福島大学では、こ れまで福

島の復興支援に力を 注いできた「 う つく し ま

ふく しま 未来支援センタ ー（ FU RE）」と 、産官

学連携などに貢献してきた「 地域創造支援セ

ンタ ー（ C ER A ）」を 統合する 形で「 地域未来

デザインセンタ ー（ CFD C）」が発足し まし た。

これまでFU REの下にあった相双地域支援サ

テライト も CFDCの下に移りまし た。

　 さ て 被災1 2 市町村で は、2 0 2 2 年から

2 0 2 3 年にかけて、特定復興再生拠点の避難

指示解除が進みまし たが、4 月1日に富岡町を

訪問し た 岸田総理が述べたよう に、それは

ゴ ールではなく スタ ート です。コ ミ ュニティ や

生活の再生、教育や産業の再生など、被災地

域にはいまだ多く の困難な課題があります。

　 相双地域支援サテライト では、CFD Cが重

視する「 市民中心主義」と「 産官学民連携」に

より 、それらの困難を克服しよう と する地域の

皆様と 共に、支援活動を行ってまいります。

　 サテライト 長を含め、総勢1 0 人の小さ なグ

ループですが、「 何ができるのか」を 常に模索

し ながら 、全力で取り 組みたいと 思っておりま

す。ぜひお声掛けいただき、ご指導ご鞭撻を賜

り ますよう 、よろしく お願い申し 上げます。

❶ 被災市町村が抱える課題の把握と 支援

❷ インタ ーンシップ・ プログラムの開発と 実施

❶ 定期刊行物による情報発信（ 相双の風、ぐるぐるM A Pなど）

❷ その他の被災地復興状況、相双地域支援サテライト 活動内容の周知

相双地域支援サテラ イト と は？ 相双地域支援サテラ イト  2 0 2 3 年度事業計画

2 0 1 2 年 6 月 川内村に「 いわき・ 双葉地域支援サテライト 」開設

2 0 1 5 年 8 月 同サテライト を楢葉町に移転 

2 0 1 6 年 4 月 「 いわき・ 相双地域支援サテライト 」を「 相双地域

支援サテライト 」に改称

2 0 1 7 年 5 月 南相馬市に「 南相馬分室」開設

2 0 2 0 年 8 月 楢葉町の同サテライト を富岡町に移転

2 0 2 1 年 4 月 川内分室、南相馬分室を閉鎖し 浪江町にサテラ

イト を新設　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

「 富岡サテライト 」「 浪江サテライト 」と 呼称

沿革相双地域支援サテラ イト 概要

所在地・ 担当者

金谷川キャンパス

サテラ イト 長

企画・ 連携担当

〒9 6 0-1 29 6

福島市金谷川1  

福島大学地域未来デザインセンタ ー

（ 学校臨床支援センタ ー内）

藤室玲治

加藤まゆみ・ 清野哲也

富岡サテラ イト

地域復興支援担当

教育環境整備担当

〒9 7 9-1 1 92

双葉郡富岡町大字本岡字王塚6 22 -1

（ 富岡町役場内）

佐藤孝雄・ 山田美香・ 加賀谷環

坂地麻美子・ 櫻井聖子

浪江サテラ イト

〒9 7 9-1 5 92

双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7番地2  

（ 浪江町役場内）

※現在閉所中。7月再開

地域復興支援担当

髙野真幸・ 伊藤 航
※8月着任

　 震災から1 年余り 経過した2 0 1 2 年6月、川内村に被災地域支

援の現地拠点として設置。その後、被災地域の避難指示が解除

さ れ住民の帰還が進む中で活動拠点を順次移転し 、現在は福

島大学のほか富岡町と 浪江町にサテライト を設置し 、被災1 2 市

町村を対象とした支援活動を行っています。サテライト のスタッ

フは福島県から任命さ れた復興支援専門員で、地域復興支援、

教育環境整備、企画・ 連携の3業務を分担して活動しています。

福島大学地域未来デザインセンタ ーが重視する「 市民中心主義」と「 産官学民連携」により 、また福島大学の学知と 、大学生の自発的

な力、1 2 市町村自治体・ 住民および避難先に定住さ れた住民の皆さまとの広域連携により 、相双地域支援サテライト の復興専門支

援員は、以下の業務に取り 組みます。

1 2 市町村自治体、団体・ 企業、住民へのヒアリングや各種会議参加を

通じて、課題を把握し 、把握した課題解決のための支援を行います。

主に富岡町において、町内で活躍する企業・ 団体へのインタ ーンシッ

プ・ プログラム開発を大学生自身が行い、実施することを支援します。

❸ 被災地スタ ディ ツアーなどの実施

福島県内外の大学生などを対象とし たスタ ディ ツアーを実施し 、1 2

市町村の現状の発信と 、交流人口拡大を目指します。

❹ 首都圏での展示会開催による被災地情報の発信

1 2 市町村の帰還住民や移住者などを取り 上げ、首都圏での展示会

を開催し 、「 被災地」に関する情報発信を行います。

❺ 役場職員を対象とし た研修・ 交流の機会の提供

❻ 福島大学市民講座の開催

1 2 市町村の役場職員が復興施策について学びあえる、研修・ 交流の

機会を提供します。

自治体や住民のニーズに応じ た、福島大学教員などによる、市民講

座を開催します。

❼ 災害の記憶や地域の歴史・ 伝統などの伝承支援

1 2 市町村における、災害の記憶や、歴史・ 伝統などの伝承の支援を

行います。

❽ 復興住宅などでの支援活動および「 ふるさと 」と の

交流支援

1 2 市町村から 遠隔地の復興住宅などに移った住民を支援し 、従前

居住地との交流を支援します。

❾ 福島大学、福島国際研究教育機構（ F-R E I）と

連携し た支援

福島大学地域未来デザインセン

タ ーと 連携し た産業支援、起業支

援、また福島大学環境放射能研究

所による調査研究活動への支援、

福島国際研究教育機構（ F-R E I）

と 連携した地域支援を行います。

❶ 教育現場が抱える課題の把握

1 2 市町村の幼稚園・ 少中高校の教育現場が抱える課題を把握し 、必要な支援を行います。

❷ 教育環境整備に向けたワークショ ッ プの開催

福島大学教員や大学生と 連携し 、1 2 市町村の教育現場が抱える課題解決につながる

ワークショ ップや、地域との連携活動を行います。

❸ 保育職員などに対する指導支援

1 2 市町村での保育職員などへの指導支援を、専門家の参加を得て

行います。

❹ 福島大学生などによる部活指導

12 市町村の中学校などで、福島大学生などが部活の指導を行います。

季刊誌「 相双の風」（ 年4回発行）や、1 2 市町村の復興状況や、観光地、飲食店などをマップ化した「 ぐるぐる

M AP」などを発行し 、被災地復興状況とサテライト の活動についての情報発信を行います。

W ebサイト やSN Sを活用し 、また内閣府などが主催する「 ぼう さ いこく たい」や、その他の報告の機会へ

の参加を通じて、被災地復興状況や相双地域支援サテライト 活動内容の周知に努めます。

支援対象市町村

南相馬市・ 飯舘村・ 川俣町・ 葛尾村・ 田村市・ 浪江町・

双葉町・ 川内村・ 大熊町・ 富岡町・ 楢葉町・ 広野町

福島大学地域未来デザインセンタ ー

復興創生担当

相双地域支援サテライト 長

藤室 玲治（ 特任准教授）

サテ ラ イ ト 長着任あいさ つ

福島大学公式マスコット

キャラクタ ー

めばえちゃん

相双地域支援サテライト
マスコット

そう そうく ん

ぐるぐるM AP

音楽ワークショ ップ

役場職員を対象とした研修・ 交流会

Ⅰ.地域復興支援担当の業務

Ⅱ.教育環境整備担当の業務

Ⅲ.企画・ 連携担当の業務


